
JP 5131290 B2 2013.1.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ、カメラ、記録手段、映像出力制御手段、音声出力手段、送信制御手段と
、を備えるカラオケ装置であって、
　前記音声出力手段は、カラオケデータに含まれる楽音情報に基づいて、音声信号を出力
し、
　前記映像出力制御手段は、
　　前記カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディスプレイに出力可能であり、
　　前記カラオケデータに対する制御情報を取得し、
　　前記映像信号を前記ディスプレイに出力する際に、取得した制御情報に応じて、当該
映像信号に所定の色と明度で色情報を挿入して出力し、
　前記記録手段は、前記カメラが撮影した撮影信号を記録し、
　前記送信制御手段は、
　　前記撮影信号を前記記録手段に記録するときに当該撮影信号から色情報を抽出し、
　　前記記録手段に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否かを判断し、
　　前記色情報が抽出されていた場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して接
続された外部装置に対して送信することを禁止する
ことを特徴とするカラオケ装置。
【請求項２】
　請求項１記載のカラオケ装置であって、
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　前記映像出力制御手段は、
　　前記カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディスプレイに出力する際に、取得し
た制御情報に応じて、所定タイミング毎に、当該映像信号に色情報を挿入して出力し、
　　当該映像信号に対して前記色情報を挿入したタイミングを示す時期情報を、前記送信
制御手段に出力し、
　前記送信制御手段は、
　　前記時期情報を取得し、
　　当該時期情報が示すタイミングで、前記カメラが撮影した撮影信号から前記色情報を
抽出する
ことを特徴とするカラオケ装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２記載のカラオケ装置であって、
　前記映像出力制御手段は、
　　前記映像信号に対して、色情報を挿入する際に、当該映像信号を構成するアルファブ
レンド層に、当該色情報を挿入する
ことを特徴とするカラオケ装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかに記載のカラオケ装置であって、
　前記カラオケデータは、背景映像及び歌詞テロップを含み、
　前記制御情報は、前記撮影信号を前記外部装置に対して送信することを禁止するか否か
を示し、
　前記映像出力制御手段は、
　前記制御情報が、前記撮影信号を前記外部装置に対して送信することを禁止することを
示す場合に、
　前記歌詞テロップが前記映像出力手段から出力されるタイミングで当該映像信号を構成
するアルファブレンド層に、当該色情報を挿入する
ことを特徴とするカラオケ装置。
【請求項５】
　コマンダ及びセットトップボックスからなるカラオケシステムであって、
　前記セットトップボックスは、
　　カメラに接続され、
　　前記カメラが撮影した撮影信号を記録する記録手段を有し、
　前記コマンダは、
　　ディスプレイに接続され、
　　カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディスプレイに出力可能であり、
更に、
　前記コマンダは、
　　前記カラオケデータに対する制御情報を取得し、
　　前記映像信号を前記ディスプレイに出力する際に、取得した制御情報に応じて、当該
映像信号に所定の色と明度で色情報を挿入して出力し、
　前記セットトップボックスは、
　　前記撮影信号を前記記録手段に記録するときに前記撮影信号から前記色情報を抽出し
、
　　前記記録手段に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否かを判断し、
　　前記色情報が抽出されていた場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して接
続された外部装置に対して送信することを禁止する
ことを特徴とするカラオケシステム。
【請求項６】
　ディスプレイに接続され、且つ、映像出力制御手段を有するコマンダに接続されるセッ
トトップボックスであって、
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　カメラに接続され、
　前記カメラが撮影した撮影信号を記録する記録手段を有し、
　前記撮影信号を前記記録手段に記録するときに、前記撮影信号から前記コマンダが挿入
した色情報を抽出し、
　前記記録手段に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否かを判断し、
　前記色情報が抽出された場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して接続され
た外部装置に対して送信することを禁止する
ことを特徴とするセットトップボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歌唱者の映像を記録することができるカラオケ装置、カラオケシステム、セ
ットトップボックスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、歌唱者の歌唱内容を記録可能なカラオケ装置が提案されている。例えば、特許文
献１記載のカラオケ録音装置は、歌唱者の歌声を伴奏音楽と共に記録する。又、当該カラ
オケ録音装置は、伴奏音楽のみを記録し得るように構成されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１６７５９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで、カラオケ装置の分野においては、歌唱者の歌声のみならず歌唱者の歌唱の様子
を撮影し映像として記録することにより、サービスの多様化、充実化を図り得る。このよ
うなサービスを提供することは、カラオケ事業者にとって、集客力の向上という観点から
好ましい。
【０００５】
　通常、カラオケシステムにおいて、歌唱者は、ディスプレイに表示された歌詞テロップ
を見ながら歌唱を行う。又、楽曲の再生中、所定の背景映像が前記ディスプレイに表示さ
れる。ここで、歌唱者の歌唱の様子を撮影する場合、前記ディスプレイの内容が、歌唱者
と共に撮影・記録され得る。この点、歌詞テロップや背景映像の記録が禁止されたコンテ
ンツを用いてカラオケ歌唱が行われる場合、当該歌詞テロップや背景映像の記録（サーバ
等へのアップロードを含む）を禁止し得る構成が必要である。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、歌唱者の歌唱の様子を撮
影し映像として記録し得るカラオケ装置等であって、記録が禁止されているカラオケコン
テンツを用いた場合に、撮影内容の記録を適切に制限し得るカラオケ装置等を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面に係る請求項１記載のカラオケ装置は、ディスプレイ、カメラ、記録手
段、映像出力制御手段、音声出力手段、送信制御手段と、を備えるカラオケ装置であって
、前記音声出力手段は、カラオケデータに含まれる楽音情報に基づいて、音声信号を出力
し、前記映像出力制御手段は、前記カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディスプレ
イに出力可能であり、前記カラオケデータに対する制御情報を取得し、前記映像信号を前
記ディスプレイに出力する際に、取得した制御情報に応じて、当該映像信号に所定の色と
明度で色情報を挿入して出力し、前記記録手段は、前記カメラが撮影した撮影信号を記録
し、前記送信制御手段は、前記撮影信号を前記記録手段に記録するときに当該撮影信号か
ら色情報を抽出し、前記記録手段に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否
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かを判断し、前記色情報が抽出されていた場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を
介して接続された外部装置に対して送信することを禁止することを特徴とする。
【０００８】
　当該カラオケ装置は、カラオケデータに係る制御情報に応じて、カラオケデータに含ま
れる映像信号に色情報を挿入して出力する。この場合、当該映像信号に基づく映像を表示
するディスプレイをカメラによって撮影した場合、撮影信号は、ディスプレイから映像信
号と共に出力される色情報を含む。当該撮影信号から色情報が抽出された場合、当該カラ
オケ装置は、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して、外部装置に対して送信するこ
とを禁止する。従って、当該カラオケ装置は、歌唱者の歌唱の様子を撮影し映像として記
録し得るという魅力を提供しつつ、記録が禁止されているカラオケコンテンツ等を用いた
場合は、適切に記録を制限し得る。
【０００９】
　本発明の一側面に係る請求項２記載のカラオケ装置は、請求項１記載のカラオケ装置で
あって、前記映像出力制御手段は、前記カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディス
プレイに出力する際に、取得した制御情報に応じて、所定タイミング毎に、当該映像信号
に色情報を挿入して出力し、当該映像信号に対して前記色情報を挿入したタイミングを示
す時期情報を、前記送信制御手段に出力し、前記送信制御手段は、前記時期情報を取得し
、当該時期情報が示すタイミングで、前記カメラが撮影した撮影信号から前記色情報を抽
出することを特徴とする。
【００１０】
　当該カラオケ装置は、効率よく、且つ、高い精度をもって、撮影信号から色情報を抽出
することができる。この結果、当該カラオケ装置は、記録が禁止されたカラオケコンテン
ツ等を用いた場合に、より確実に、撮影内容の処理に関する制限を行うことができる。
【００１１】
　本発明の一側面に係る請求項３記載のカラオケ装置は、請求項１又は請求項２記載のカ
ラオケ装置であって、前記映像出力制御手段は、前記映像信号に対して、色情報を挿入す
る際に、当該映像信号を構成するアルファブレンド層に、当該色情報を挿入することを特
徴とする。
【００１２】
　当該カラオケ装置は、記録が禁止されたカラオケコンテンツ等を用いた場合に、少ない
処理負担で、撮影内容の処理に関する制限を行うことができる。
【００１３】
　本発明の一側面に係る請求項４記載のカラオケ装置は、請求項１乃至３の何れかに記載
のカラオケ装置であって、前記カラオケデータは、背景映像及び歌詞テロップを含み、前
記制御情報は、前記撮影信号を前記外部装置に対して送信することを禁止するか否かを示
し、前記映像出力制御手段は、前記制御情報が、前記撮影信号を前記外部装置に対して送
信することを禁止することを示す場合に、前記歌詞テロップが前記映像出力手段から出力
されるタイミングで当該映像信号を構成するアルファブレンド層に、当該色情報を挿入す
ることを特徴とする。
【００１４】
　当該カラオケ装置は、前記制御情報が前記撮影信号を前記外部装置に対して送信するこ
とを禁止することを示す場合に、前記歌詞テロップが前記映像出力手段から出力されるタ
イミングで当該映像信号を構成するアルファブレンド層に、当該色情報を挿入するので、
この場合における背景映像及び歌詞テロップを含む撮影信号を前記外部装置に対して送信
することを禁止し得る。又、歌詞テロップが映像出力手段から出力されるタイミングで、
アルファブレンド層に色情報を挿入するので、当該カラオケ装置は、少ない処理負担で、
確実に撮影内容の外部装置への送信を禁止することができる。
【００１５】
　本発明の一側面に係る請求項５記載のカラオケシステムは、コマンダ及びセットトップ
ボックスからなるカラオケシステムであって、前記セットトップボックスは、カメラに接



(5) JP 5131290 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

続され、前記カメラが撮影した撮影信号を記録する記録手段を有し、前記コマンダは、デ
ィスプレイに接続され、カラオケデータに含まれる映像信号を前記ディスプレイに出力可
能であり、更に、前記コマンダは、前記カラオケデータに対する制御情報を取得し、前記
映像信号を前記ディスプレイに出力する際に、取得した制御情報に応じて、当該映像信号
に所定の色と明度で色情報を挿入して出力し、前記セットトップボックスは、前記撮影信
号を前記記録手段に記録するときに前記撮影信号から前記色情報を抽出し、前記記録手段
に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否かを判断し、前記色情報が抽出さ
れていた場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して接続された外部装置に対し
て送信することを禁止することを特徴とする。
【００１６】
　当該カラオケシステムは、コマンダによって、カラオケデータに係る制御情報に応じて
、カラオケデータに含まれる映像信号に色情報を挿入して出力する。この場合、当該映像
信号に基づく映像を表示するディスプレイをカメラによって撮影した場合、撮影信号は、
ディスプレイから映像信号と共に出力される色情報を含む。当該撮影信号から色情報が抽
出された場合、当該カラオケシステムは、セットトップボックスにより、当該撮影信号に
係る情報を、通信網を介して、外部装置に対して送信することを禁止する。従って、当該
カラオケシステムは、カラオケデータに係る制御情報に応じて、当該カラオケデータを含
む撮影内容のアップロードを制限し得る。この結果、当該カラオケシステムは、歌唱者の
歌唱の様子を撮影し映像として記録し得るという魅力を提供しつつ、記録が禁止されてい
るカラオケコンテンツ等を用いた場合には、適切に記録を制限し得る。
【００１７】
　本発明の一側面に係る請求項６記載のセットトップボックスは、ディスプレイに接続さ
れ、且つ、映像出力制御手段を有するコマンダに接続されるセットトップボックスであっ
て、カメラに接続され、前記カメラが撮影した撮影信号を記録する記録手段を有し、前記
撮影信号を前記記録手段に記録するときに、前記撮影信号から前記コマンダが挿入した色
情報を抽出し、前記記録手段に記録された撮影信号から前記色情報が抽出されたか否かを
判断し、前記色情報が抽出された場合に、当該撮影信号に係る情報を、通信網を介して接
続された外部装置に対して送信することを禁止することを特徴とする。
【００１８】
　当該セットトップボックスは、カメラが撮影した撮影信号から、コマンダが挿入した色
情報を抽出し、当該色情報が撮影信号から抽出された場合に、当該撮影信号に係る情報を
外部装置に対して送信することを禁止する。この結果、当該セットトップボックスは、歌
唱者の歌唱の様子を撮影し映像として記録し得るという魅力を提供しつつ、記録が禁止さ
れているカラオケコンテンツ等を用いた場合には、適切に記録を制限し得る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、カラオケ装置等は、歌唱者の歌唱の様子を撮影し、映像として記録す
るという魅力を提供しつつ、記録が禁止されているカラオケコンテンツを用いた場合に、
外部装置に対する撮影内容の送信を禁止する。これにより、本発明は、カラオケ事業にお
けるサービスの多様化・充実化に貢献し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】カラオケシステムに関する説明図である。
【図２】カラオケシステムの制御構成に関する説明図である。
【図３】映像データ再生部の制御構成に関する説明図である。
【図４】再生映像データに関する説明図である。
【図５】著作権フラグに関する説明図である。
【図６】映像データ再生処理プログラムのフローチャートである。
【図７】アルファブレンド信号出力処理プログラムのフローチャートである。
【図８】色情報検出確認処理プログラムのフローチャートである。
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【図９】撮影映像アップロード処理プログラムのフローチャートである。
【図１０】ＳＴＢ側制御処理プログラムのフローチャートである。
【図１１】カラオケシステムにおける制御内容に関する説明図である。
【図１２】色情報検出条件を満たす撮影映像フレームの解析結果の一例を示す説明図であ
る。
【図１３】ディスプレイ表示内容と撮影内容等との関係を示す説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態について説明する。
【００２２】
（システム構成）
　先ず、本発明の一実施形態に係るカラオケシステムの構成について、図１、図２を参照
しつつ説明する。本実施形態に係るカラオケシステムは、各地のカラオケ店舗等に設置さ
れたカラオケ装置１００と、通信網Ｎと、サーバ６００と、によって基本的に構成される
（図２参照）。カラオケ装置１００は、カラオケ店舗の客室ごとに設置されている。カラ
オケ装置１００は、例えば、カラオケ店舗内に設置されるルータを介して、通信網Ｎによ
ってサーバ６００と接続される。
【００２３】
（カラオケ装置の構成）
　続いて、カラオケ装置１００の構成について説明する。当該カラオケ装置１００は、コ
マンダ２００、ＳＴＢ３００（セットトップボックス、Set Top Box）、カメラ４１０、
第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２、マイク４３０、スピーカ４５０から
構成されている。図１に示すように、歌唱者Ｓは、スピーカ４５０から出力される所望の
楽曲に係る伴奏に合わせて、マイク４３０を用いてカラオケ歌唱を行う。この時、歌詞テ
ロップ及び背景画像が、第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２に表示される
（例えば、図１３（ａ）、（ｃ）参照）。従って、歌唱者Ｓは、第２ディスプレイ４２２
等における歌詞テロップの表示に従って、カラオケ歌唱を行い得る。
【００２４】
　そして、カメラ４１０は、通常、歌唱者Ｓを撮影可能な位置に配置されている。従って
、当該カラオケ装置１００は、カラオケ歌唱を行う歌唱者Ｓを撮影し得る。尚、当該カメ
ラ４１０は、自由に移動させることができる。
【００２５】
　尚、図１に示すカラオケ装置１００の外観は単なる一例であり、本発明は、当該外観を
有するカラオケ装置１００に限定されるものではない。例えば、本実施形態においては、
ディスプレイの数を２つとしているが、第２ディスプレイ４２２を省略して、第１ディス
プレイ４２１のみで構成することも可能である。
【００２６】
（コマンダの構成）
　次に、カラオケ装置１００を構成するコマンダ２００について、図２を参照しつつ説明
する。当該コマンダ２００は、制御部２１０、映像データ再生部２２０、再生映像データ
記憶部２３０、指示入力部２４０、音声再生部、補助記憶部を有している。
【００２７】
　制御部２１０は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを有している。制御部２１０のＣＰＵは、種
々のプログラム（例えば、後述する映像データ再生処理プログラム等）を実行する。制御
部２１０のＲＯＭは、種々のデータを記憶する。具体的には、制御部２１０のＲＯＭは、
映像データ再生処理プログラム等（図６～図９参照）を記憶している。コマンダ２００の
ＲＡＭは、種々のデータを一時的に記憶する。
【００２８】
　そして、制御部２１０は、各種制御プログラムに基づいて、後述する著作権フラグに基
づく著作権信号Ｃｒ、再生映像データＰｖの再生出力に伴うフレーム同期信号Ｆｓの入力
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を受け付ける。又、制御部２１０は、指示入力部２４０からの操作信号に基づいて、撮影
開始信号Ｓｔ、撮影終了信号Ｅｎ、アップロード信号Ｕを出力する。更に、当該制御部２
１０は、著作権信号Ｃｒ、フレーム同期信号Ｆｓと、各種制御プログラムに基づいて、後
述するアルファブレンド信号αを出力する。又、当該制御部２１０は、ＳＴＢ３００の色
情報抽出部３２０からの色情報検出信号Ｃｄの入力を受け付ける。
【００２９】
　映像データ再生部２２０は、再生映像データ記憶部２３０に格納されている再生映像デ
ータＰｖを読み出し、当該再生映像データＰｖに基づく映像の再生を行う。即ち、当該映
像データ再生部２２０は、当該再生映像データＰｖに係るビデオ信号Ｖｉと共に、マイク
４３０から入力された音声信号Ｖｏを、第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２
２へ出力する。又、映像データ再生部２２０は、制御部２１０から出力されたアルファブ
レンド信号αの入力を受け付ける。
【００３０】
　図３に示すように、映像データ再生部２２０は、ＭＰＥＧデコーダ２２１と、アルファ
ブレンド層設定部２２２と、を有している。ＭＰＥＧデコーダ２２１は、ＭＰＥＧフォー
マットで生成されている再生映像データＰｖをデコードし、ビデオ信号Ｖｉ及びフレーム
同期信号Ｆｓを出力する。当該ビデオ信号Ｖｉは、再生映像データＰｖに基づくＲＧＢビ
デオ信号である。フレーム同期信号Ｆｓは、ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣを含む。ＨＳＹＮＣ
は、第１ディスプレイ４２１等の画面に再生映像データＰｖに基づく画像を描画する際に
、画面の水平方向の描画タイミングを計るための信号である。ＶＳＹＮＣは、第１ディス
プレイ４２１等の画面に再生映像データＰｖに基づく画像を描画する際に、画面の垂直方
向の描画タイミングを計るための信号である。そして、ＭＰＥＧデコーダ２２１は、フレ
ーム同期信号Ｆｓ（即ち、ＨＳＹＮＣ及びＶＳＹＮＣ）をアルファブレンド層設定部２２
２に入力する。
【００３１】
　アルファブレンド層設定部２２２は、後述するアルファブレンド信号出力処理プログラ
ム（図７参照）と、アルファブレンド信号α及びフレーム同期信号Ｆｓに基づいて、再生
映像データＰｖに基づく再生映像フレームＰｆに識別色を表示するように、アルファブレ
ンド層を設定する。ここで、本実施形態における識別色は、２５５階調で２００を示す明
度の青（Ｂ）である。
【００３２】
　そして、図２に示すように、再生映像データ記憶部２３０は、カラオケ歌唱に用いられ
る楽曲に対応する再生映像データＰｖを記憶している。当該再生映像データＰｖに基づく
映像は、カラオケ歌唱に際し、映像データ再生部２２０を介して、第１ディスプレイ４２
１、第２ディスプレイ４２２に表示される。尚、カラオケデータ（楽曲データ）は、前記
再生映像データＰｖ以外に、ＭＩＤＩ等の楽音データも含んで構成される。この点、楽音
データに係る楽音は、本発明の特徴ではなく、楽音データを再生する構成も周知であるた
め、これらについての図示は省略する。
【００３３】
　ここで、再生映像データＰｖは、図１３（ａ）、（ｃ）に示すように、背景映像及び歌
詞テロップを含む。当該再生映像データＰｖに含まれる背景映像、歌詞テロップは、カラ
オケ歌唱のための「再生」は許可されているが、「記憶」が禁止されている場合がある。
図１に示す歌唱態様においては、カメラ４１０が撮影する映像に、背景映像、歌詞テロッ
プが映ることが想定される（図１３（ｂ）参照）。
【００３４】
　本実施形態に係るカラオケシステムにおいては、歌詞テロップ、背景映像の記録が禁止
されている場合、著作権フラグが、当該再生映像データＰｖに対して付帯される（図４、
図５参照）。図５に示すように、再生映像データＰｖに対する著作権フラグが「１」の場
合、当該著作権フラグは、再生映像データＰｖに係る背景映像、歌詞テロップの記憶が禁
止されていることを示す。一方、著作権フラグが「０」の場合、当該著作権フラグは、再
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生映像データＰｖに係る背景映像、歌詞テロップの記憶が許可されていることを示す。従
って、コマンダ２００のＣＰＵは、著作権フラグを確認することで、当該再生映像データ
Ｐｖに係る背景映像、歌詞テロップの記憶が禁止されているか否かを把握し得る。
【００３５】
　尚、本実施形態では、再生映像データＰｖに対して著作権フラグを付帯させていたが、
楽曲（再生映像データＰｖ）毎の著作権フラグをテーブルとして定義してもよい。この場
合、当該テーブルは、コマンダ２００の記憶装置（例えば、再生映像データ記憶部２３０
や、後述する補助記憶部）に記憶される。
【００３６】
　指示入力部２４０は、カラオケ装置１００に関する各種指示の入力を受け付ける。当該
指示入力部２４０は、コマンダ２００に配設されたコントロールパネルや、リモコン（図
示せず）に対するユーザの操作入力を受け付ける。当該リモコンは、指示入力部２４０と
の間で、赤外線通信や電波通信可能に無線接続されている。そして、当該指示入力部２４
０は、ユーザの操作に基づく撮影開始信号Ｓｔ、撮影終了信号Ｅｎや、後述する著作権信
号Ｃｒを、カメラ４１０へ出力する。又、当該指示入力部２４０は、ユーザの操作に基づ
くアップロード信号Ｕを、ＳＴＢ３００へ出力する。
【００３７】
　コマンダ２００の音声再生部は、カラオケデータを構成する楽曲の再生を行う。コマン
ダ２００の補助記憶部は、例えば、楽曲の再生に必要な音声データ（楽音信号）等を記憶
する。従って、当該音声再生部は、ユーザ所望の楽曲に係る音声データを読み出し、読み
出した音声データを再生する。
【００３８】
　尚、コマンダ２００から出力される音声信号Ｖｏは、マイク４３０から入力された音声
信号Ｖｏのみに限定されるものではなく、楽音信号と、マイク４３０からの音声信号Ｖｏ
と、を混合した音声信号（以下、「混合音声信号」という。）の場合を含む。
【００３９】
（ＳＴＢの構成）
　続いて、カラオケ装置１００を構成するＳＴＢ３００について、図２を参照しつつ説明
する。ＳＴＢ３００は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、Ａ／Ｄコンバータ３１０、色情報抽出
部３２０、ＭＰＥＧエンコーダ３３０、記憶部３４０を有している。
【００４０】
　ＳＴＢ３００のＣＰＵは、各種制御プログラム（例えば、後述するＳＴＢ側制御処理プ
ログラム）に基づいて、ＳＴＢ３００全体を制御する。ＳＴＢ３００のＲＯＭは、種々の
データを記憶する。具体的には、ＳＴＢ３００のＲＯＭは、ＳＴＢ側制御処理プログラム
（図１０参照）を記憶している。ＳＴＢ３００のＲＡＭは、種々のデータを一時的に記憶
する。
【００４１】
　Ａ／Ｄコンバータ３１０は、カメラ４１０により撮影された撮影映像信号Ｒ（即ち、ア
ナログ信号）を、デジタル信号に変換することで、撮影映像フレームＲｆを出力する。そ
して、当該Ａ／Ｄコンバータ３１０は、撮影映像フレームＲｆを、ＭＰＥＧエンコーダ３
３０及び色情報抽出部３２０へ出力する。
【００４２】
　色情報抽出部３２０は、ＳＴＢ側制御処理プログラム（図１０参照）に基づいて、撮影
映像フレームＲｆにおける色情報（Ｒ値、Ｇ値、Ｂ値）の検出頻度について、ヒストグラ
ム解析を行う。当該ヒストグラム解析の結果が色情報検出条件を満たす場合、色情報抽出
部３２０は、制御部２１０に対して、色情報検出信号Ｃｄを出力する。本実施形態におけ
る色情報検出条件は、２５５階調で２００を示す明度のＢ値の検出頻度が所定の閾値を超
えることである。尚、色情報の検出頻度に係るヒストグラム解析処理については既に公知
であるため、色情報抽出部３２０の構成に関する詳細な説明は省略する。
【００４３】
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　ＭＰＥＧエンコーダ３３０は、Ａ／Ｄコンバータ３１０から入力された撮影映像フレー
ムＲｆと、マイク４３０から入力された音声信号Ｖｏを、ＭＰＥＧフォーマットでエンコ
ードし、投稿動画データＣｏを生成する。ここで、投稿動画データＣｏのフォーマットは
適宜選択することができる。
【００４４】
　記憶部３４０は、ＭＰＥＧエンコーダ３３０で生成された投稿動画データＣｏを記憶す
る。これにより、カメラ４１０からの撮影映像信号Ｒ及びマイク４３０からの音声信号Ｖ
ｏは、ＳＴＢ３００によってキャプチャされる。そして、記憶部３４０に記憶された投稿
動画データＣｏは、後述するサーバ６００へのアップロードの対象となる。即ち、記憶部
３４０に記憶された投稿動画データＣｏは、アップロード信号Ｕに基づいて、通信網Ｎを
介して、サーバ６００の投稿動画データベース６１０にアップロードされる。
【００４５】
　尚、ＳＴＢ３００は、コマンダ２００に接続されている。そして、当該ＳＴＢ３００は
、コマンダ２００に対する外部接続装置として機能する。即ち、本発明は、既存のコマン
ダ２００に対し、ＳＴＢ３００を接続することで実現し得る。コマンダ２００と、ＳＴＢ
３００は、制御線を介して接続されており、種々の制御信号を用いて互いの機器を制御し
得る。
【００４６】
（カメラの構成）
　次に、カラオケ装置１００を構成するカメラ４１０について、図２を参照しつつ説明す
る。カメラ４１０は、基本的に、所謂、デジタルビデオカメラであり、画像形成部４１１
、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レンズ（図示せず）を有している。
【００４７】
　カメラ４１０のＣＰＵは、各種制御プログラムに基づいて、カメラ４１０全体を制御す
る。具体的には、カメラ４１０のＣＰＵは、コマンダ２００から出力された撮影開始信号
Ｓｔ、撮影終了信号Ｅｎに応じて、カメラ４１０による撮影に関する制御を行う。カメラ
４１０のＲＯＭは、種々のデータを記憶する。具体的には、カメラ４１０のＲＯＭは、制
御処理プログラムを記憶している。そして、カメラ４１０のＲＡＭは、種々のデータを一
時的に記憶する。
【００４８】
　画像形成部４１１は、撮像面を有しており、レンズを介して、当該撮像面に入射された
光に基づいて、アナログ信号である撮影映像信号Ｒを生成する。そして、当該画像形成部
４１１は、生成した撮影映像信号Ｒを、ＳＴＢ３００のＡ／Ｄコンバータ３１０へ出力す
る。当該画像形成部４１１の構成については、既に公知であるため、その詳細な説明を省
略する。
【００４９】
（その他の構成）
　続いて、カラオケ装置１００を構成するその他の構成について、図１、図２を参照しつ
つ説明する。第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２は、所謂、液晶ディスプ
レイにより構成される。第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２は、フレーム
同期信号Ｆｓに基づいて、入力された映像信号（例えば、再生映像データＰｖに基づくビ
デオ信号Ｖｉ）に係る映像を画面上に描画・表示する。
【００５０】
　マイク４３０は、歌唱者Ｓがカラオケ歌唱を行う際に用いられ、当該歌唱等に基づく音
声信号Ｖｏを、コマンダ２００及びＭＰＥＧエンコーダ３３０に入力する。尚、マイク４
３０の個数は、適宜設定可能である。そして、スピーカ４５０は、アンプ（図示せず）を
介して、コマンダ２００と接続されている。コマンダ２００から出力された音声信号Ｖｏ
は、アンプにより増幅されて、当該スピーカ４５０から出力される（図１参照）。
【００５１】
　次に、本実施形態に係るカラオケシステムを構成するサーバ６００の構成について、図
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面を参照しつつ詳細に説明する。図２に示すように、サーバ６００は、投稿動画データベ
ース６１０を有している。投稿動画データベース６１０は、カラオケ装置１００からアッ
プロードされた投稿動画データＣｏを記憶している。又、投稿動画データベース６１０は
、パソコンやコマンダ等を介して、アクセスされ得る。投稿された撮影映像の利用者は、
パソコンや他のコマンダを介して、投稿動画データベース６１０から投稿動画データＣｏ
を読み出して再生することで、投稿された撮影映像を閲覧し得る。
【００５２】
　又、当該サーバ６００は、カラオケデータベース（図示せず）を有している。当該カラ
オケデータベースは、カラオケ楽曲の再生に用いられるカラオケデータを記憶している。
カラオケデータは、カラオケ楽曲の生成起源となる音声データと、カラオケ楽曲の再生中
に表示される歌詞テロップ及び背景映像（動画、静止画）の生成起源となる再生映像デー
タＰｖと、を含む。又、サーバ６００は、カラオケデータベースに記憶されているカラオ
ケデータを、各カラオケ店舗に配信する。
【００５３】
　尚、上記内部構成は単なる一例である。又、本発明は、上述した内部構成と均等な内部
構成で実現することができることはいうまでもない。
【００５４】
（コマンダ側制御処理の内容）
　続いて、カラオケ装置１００に係るコマンダ２００で実行されるコマンダ側制御処理に
ついて、図面を参照しつつ詳細に説明する。先ず、コマンダ２００の制御部２１０により
実行される映像データ再生処理プログラムについて、図６を参照しつつ詳細に説明する。
【００５５】
　先ず、Ｓ１においては、制御部２１０は、リモコン等からの操作信号に基づいて、楽曲
再生指示があったか否かを判断する。楽曲再生指示があった場合（Ｓ１：ＹＥＳ）、制御
部２１０は、Ｓ２に処理を移行する。楽曲再生指示がない場合（Ｓ１：ＮＯ）、制御部２
１０は、処理を待機する。
【００５６】
　Ｓ２に移行すると、制御部２１０は、ユーザ所望の楽曲を再生する。この時、制御部２
１０は、当該楽曲に係る再生映像データＰｖを再生映像データ記憶部２３０から読み出し
、映像データ再生部２２０を介して、当該再生映像データＰｖに基づくビデオ信号Ｖｉを
、第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２へ出力する。同時に、制御部２１０
は、マイク４３０から入力された音声信号Ｖｏを、スピーカ４５０へ出力する。その後、
制御部２１０は、Ｓ３に処理を移行する。
【００５７】
　Ｓ３では、制御部２１０は、リモコン等からの操作信号に基づいて、投稿指示があった
か否かを判断する。投稿指示があった場合（Ｓ３：ＹＥＳ）、制御部２１０は、アップロ
ード信号ＵをＳＴＢ３００に出力する。この時、制御部２１０は、撮影開始信号Ｓｔを、
ＳＴＢ３００及びカメラ４１０へ出力する。これにより、カメラ４１０は、歌唱者Ｓの歌
唱の様子に関する撮影を開始する。そして、アップロード信号Ｕ等を出力した後、制御部
２１０は、Ｓ４に処理を移行する。投稿指示がなかった場合（Ｓ３：ＮＯ）、制御部２１
０は、Ｓ６に処理を移行する。
【００５８】
　Ｓ４においては、制御部２１０は、当該楽曲に係る再生映像データＰｖに、著作権フラ
グが付帯されているか否かを判断する。即ち、制御部２１０は、著作権信号Ｃｒに基づい
て、当該再生映像データＰｖの著作権フラグが「１」であるか否かを判断する。著作権フ
ラグが付帯されている場合（Ｓ４：ＹＥＳ）、制御部２１０は、Ｓ５に処理を移行する。
著作権フラグが付帯されていない場合（Ｓ４：ＮＯ）、制御部２１０は、Ｓ６に処理を移
行する。
【００５９】
　Ｓ５に移行すると、制御部２１０は、アルファブレンド信号出力処理を実行する。アル
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ファブレンド信号出力処理（Ｓ５）では、当該楽曲の再生映像データＰｖに著作権フラグ
が付帯されているため、再生映像データＰｖの記録が禁止されているものと判断し、アル
ファブレンド信号αを、映像データ再生部２２０と、ＳＴＢ３００の色情報抽出部３２０
に対して出力する。当該アルファブレンド信号出力処理では、制御部２１０は、後述する
アルファブレンド信号出力処理プログラムを実行する。アルファブレンド信号出力処理の
詳細については、後に図面を参照しつつ詳細に説明する。アルファブレンド信号αを出力
した後、制御部２１０は、Ｓ６に処理を移行する。
【００６０】
　Ｓ６では、制御部２１０は、楽曲（即ち、再生映像データＰｖに基づく映像）の再生が
終了したか否かを判断する。楽曲の再生を終了した場合（Ｓ６：ＹＥＳ）、制御部２１０
は、Ｓ７に処理を移行する。一方、楽曲が未だ再生中である場合（Ｓ６：ＮＯ）、制御部
２１０は、Ｓ４へ処理を戻す。
【００６１】
　Ｓ７においては、制御部２１０は、撮影終了信号出力処理を実行する。撮影終了信号出
力処理（Ｓ８）では、制御部２１０は、楽曲の再生終了に伴い、歌唱者Ｓの歌唱が終了し
たものと判断し、撮影終了信号ＥｎをＳＴＢ３００及びカメラ４１０に出力する。これに
より、カメラ４１０は、歌唱者Ｓの歌唱の様子に関する撮影を終了し、映像データ再生処
理プログラムを終了する。
【００６２】
　次に、映像データ再生処理プログラムのＳ５で実行されるアルファブレンド信号出力処
理プログラムについて、図７を参照しつつ詳細に説明する。当該アルファブレンド信号出
力処理プログラムは、制御部２１０のＣＰＵにより実行される。
【００６３】
　アルファブレンド信号出力処理（Ｓ５）に移行すると、制御部２１０は、先ず、フレー
ム同期信号Ｆｓをカウントする（Ｓ１１）。この時、制御部２１０は、フレーム同期信号
Ｆｓを構成するＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣを個別に計数する。具体的には、制御部２１０は
、制御部２１０のＲＡＭに形成されたカウンタ値を参照する。フレーム同期信号Ｆｓをカ
ウントした後、制御部２１０は、Ｓ１２に処理を移行する。
【００６４】
　Ｓ１２においては、制御部２１０は、前記カウンタの値が所定数であるか否かを判断す
る。即ち、制御部２１０は、フレーム同期信号Ｆｓを所定数カウントしたか否かを判断す
る。前記カウンタの値が所定数である場合（Ｓ１２：ＹＥＳ）、制御部２１０は、Ｓ１３
に処理を移行する。一方、前記カウンタの値が所定数未満である場合（Ｓ１２：ＮＯ）、
制御部２１０は、Ｓ１６に処理を移行する。
【００６５】
　Ｓ１３では、制御部２１０は、アルファブレンド信号αを、所定の期間（例えば、一の
再生映像フレームＰｆの描画に要する期間）の間、映像データ再生部２２０と、ＳＴＢ３
００の色情報抽出部３２０へ出力する。アルファブレンド信号αを所定期間出力した後、
制御部２１０は、Ｓ１４に処理を移行する。
【００６６】
　Ｓ１４に移行すると、制御部２１０は、アルファブレンド設定処理を実行する。アルフ
ァブレンド設定処理（Ｓ１４）では、制御部２１０は、アルファブレンド層設定部２２２
を制御することにより、識別色（即ち、２５５階調で２００を示す明度の青（Ｂ））を再
生映像フレームＰｆに表示するように、アルファブレンド層を設定する。アルファブレン
ド設定処理を終了すると、制御部２１０は、Ｓ１５に処理を移行する。
【００６７】
　Ｓ１５においては、制御部２１０は、制御部２１０のＲＡＭに形成されたカウンタの値
をクリアし、「０」に初期化する。前記カウンタをクリアした後、制御部２１０は、アル
ファブレンド信号出力処理プログラムを終了し、映像データ再生処理プログラムのＳ６へ
処理を移行する。
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【００６８】
　Ｓ１６では、制御部２１０は、前記カウンタの値に「１」を加算する。即ち、前記カウ
ンタの値は、所定期間におけるフレーム同期信号Ｆｓの数を示す。カウンタの値に「１」
を加算した後、制御部２１０は、アルファブレンド信号出力処理プログラムを終了し、映
像データ再生処理プログラムのＳ６へ処理を移行する。
【００６９】
　上述したように、アルファブレンド信号出力処理（Ｓ５）は、楽曲の再生（即ち、再生
映像データＰｖの再生）を終了するまで繰り返し実行される。従って、アルファブレンド
信号出力処理プログラムは、制御部２１０により、再生映像データＰｖ全体に対して実行
される。
【００７０】
　続いて、コマンダ２００の制御部２１０により実行される色情報検出確認処理プログラ
ムについて、図８を参照しつつ詳細に説明する。色情報検出確認処理プログラムは、ＳＴ
Ｂ３００の色情報抽出部３２０において、撮影映像フレームＲｆから識別色が検出された
ことを確認するプログラムである。
【００７１】
　先ず、Ｓ２１では、制御部２１０は、制御部２１０は、リモコン等からの操作信号に基
づいて、再生映像データＰｖの再生が開始された否かを判断する。再生映像データＰｖの
再生が開始されている場合（Ｓ２１：ＹＥＳ）、制御部２１０は、Ｓ２２に処理を移行す
る。一方、再生映像データＰｖの再生が開始されていない場合（Ｓ２１：ＮＯ）、制御部
２１０は、処理を待機する。
【００７２】
　Ｓ２２においては、制御部２１０は、制御部２１０を構成するＲＡＭに形成された色情
報検出メモリをリセットする。当該色情報検出メモリの記憶内容を初期化した後、制御部
２１０は、Ｓ２３に処理を移行する。
【００７３】
　Ｓ２３に移行すると、制御部２１０は、色情報検出信号Ｃｄを受信したか否かを判断す
る。色情報検出信号Ｃｄは、後述するＳＴＢ側制御処理プログラム（図１０）において、
色情報抽出部３２０が撮影映像フレームＲｆから識別色を検出した場合に、当該色情報抽
出部３２０から出力される。色情報検出信号Ｃｄを受信した場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、制
御部２１０は、Ｓ２４に処理を移行する。一方、色情報検出信号Ｃｄを受信していない場
合（Ｓ２３：ＮＯ）、制御部２１０は、Ｓ２５に処理を移行する。
【００７４】
　Ｓ２４では、制御部２１０は、色情報検出信号Ｃｄを受信したことに伴って、色情報検
出メモリをセットする。色情報検出メモリがセットされていることは、撮影映像フレーム
Ｒｆから識別色を検出したことを意味し、カメラ４１０によって再生映像データＰｖを含
む映像の記録が禁止されていることを示す。色情報検出メモリをセットした後、制御部２
１０は、Ｓ２５に処理を移行する。
【００７５】
　Ｓ２５においては、制御部２１０は、再生映像データＰｖの再生を終了したか否かを判
断する。再生映像データＰｖの再生を終了している場合（Ｓ２５：ＹＥＳ）、制御部２１
０は、色情報検出確認処理プログラムを終了する。一方、再生映像データＰｖの再生が未
だ終了していない場合（Ｓ２５：ＮＯ）、制御部２１０は、Ｓ２３に処理を戻す。
【００７６】
　次に、コマンダ２００の制御部２１０により実行される撮影映像アップロード処理プロ
グラムについて、図９を参照しつつ詳細に説明する。撮影映像アップロード処理プログラ
ムは、カメラ４１０で撮影した投稿動画データＣｏのアップロードを行う際に実行される
。
【００７７】
　先ず、Ｓ３１では、制御部２１０は、ユーザによる投稿指示があったか否かを判断する
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。具体的には、制御部２１０は、アップロード信号Ｕの出力があったか否かにより、Ｓ３
１の判断処理を行う。投稿指示があった場合（Ｓ３１：ＹＥＳ）、制御部２１０は、Ｓ３
２に処理を移行する。一方、投稿指示がなかった場合（Ｓ３１：ＮＯ）、制御部２１０は
、処理を待機する。
【００７８】
　Ｓ３２においては、制御部２１０は、ＲＡＭに形成された色情報検出メモリがセットさ
れているか否かを判断する。色情報検出メモリがセットされている場合（Ｓ３２：ＹＥＳ
）、制御部２１０は、Ｓ３３に処理を移行する。一方、色情報検出メモリがセットされて
いない場合（Ｓ３２：ＮＯ）、制御部２１０は、Ｓ３４に処理を移行する。
【００７９】
　Ｓ３３に移行すると、制御部２１０は、アップロード不許可処理を実行する。アップロ
ード不許可処理（Ｓ３３）では、記録が禁止された再生映像データＰｖの映像が投稿動画
データＣｏに含まれているものと判断し、制御部２１０は、投稿動画データＣｏのアップ
ロードを行うことなく、投稿動画データＣｏを記憶部３４０から削除するように、ＳＴＢ
３００へ制御信号を出力する。又、当該アップロード不許可処理（Ｓ３３）では、制御部
２１０は、「当該投稿動画データＣｏのアップロードは禁止されており、アップロードで
きない旨」の画像（以下、「不許可報知画像」という。）第１ディスプレイ４２１等に表
示する（図１３（ｄ）参照）。アップロード不許可処理を終了すると、制御部２１０は、
撮影映像アップロード処理プログラムを終了する。
【００８０】
　Ｓ３４では、制御部２１０は、アップロード許可処理を実行する。アップロード許可処
理（Ｓ３４）では、制御部２１０は、当該投稿動画データＣｏを、通信網Ｎを介して、サ
ーバ６００の投稿動画データベース６１０へアップロードすべく、ＳＴＢ３００に対して
、制御信号を出力する。アップロード許可処理を終了すると、制御部２１０は、撮影映像
アップロード処理プログラムを終了する。尚、アップロード許可処理で出力された制御信
号を受信すると、ＳＴＢ３００は、制御信号が示す投稿動画データＣｏを記憶部３４０か
ら読み出し、通信網Ｎを介して、投稿動画データベース６１０へアップロードする。
【００８１】
（ＳＴＢ側制御処理の内容）
　続いて、カラオケ装置１００に係るＳＴＢ３００で実行されるＳＴＢ側制御処理プログ
ラムについて、図１０を参照しつつ詳細に説明する。当該ＳＴＢ側制御処理プログラムは
、ＳＴＢ３００のＣＰＵによって、実行される。
【００８２】
　先ず、Ｓ４１においては、ＳＴＢ３００は、コマンダ２００から出力された撮影開始信
号Ｓｔを受信したか否かを判断する。撮影開始信号Ｓｔを受信している場合（Ｓ４１：Ｙ
ＥＳ）、ＳＴＢ３００は、Ｓ４２に処理を移行する。撮影開始信号Ｓｔを受信していない
場合（Ｓ４１：ＮＯ）、ＳＴＢ３００は、処理を待機する。
【００８３】
　Ｓ４２に移行すると、ＳＴＢ３００は、アルファブレンド信号αを受信したか否かを判
断する。上述したように、当該アルファブレンド信号αは、記録が禁止された再生映像デ
ータＰｖを第１ディスプレイ４２１等の画面上で再生する場合に、コマンダ２００から出
力される（Ｓ５）。アルファブレンド信号αを受信した場合（Ｓ４２：ＹＥＳ）、ＳＴＢ
３００は、Ｓ４３に処理を移行する。一方、アルファブレンド信号αを受信していない場
合（Ｓ４２：ＮＯ）、ＳＴＢ３００は、Ｓ４７に処理を移行する。
【００８４】
　Ｓ４３では、ＳＴＢ３００は、撮影映像フレーム抽出処理を実行する。撮影映像フレー
ム抽出処理（Ｓ４３）では、ＳＴＢ３００は、カメラ４１０からの撮影映像信号Ｒに基づ
く一の撮影映像フレームＲｆを静止画として抽出し、色情報抽出部３２０に入力する。撮
影映像フレームＲｆを抽出した後、ＳＴＢ３００は、Ｓ４４に処理を移行する。
【００８５】
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　Ｓ４４においては、ＳＴＢ３００は、色情報ヒストグラム解析処理を実行する。具体的
には、ＳＴＢ３００は、色情報抽出部３２０を制御して、Ｓ４３で抽出した撮影映像フレ
ームＲｆを対象として、当該撮影映像フレームＲｆを構成する画素のＲ値、Ｇ値、Ｂ値に
ついて、２５５階調の明度毎の検出頻度を用いて、ヒストグラム解析を行う（図１２参照
）。色情報ヒストグラム解析処理（Ｓ４４）における色情報抽出部３２０の処理内容につ
いては、既に公知であるため、その詳細な説明を省略する。色情報ヒストグラム解析処理
の解析結果をＳＴＢ３００のＲＡＭに格納すると、ＳＴＢ３００は、色情報ヒストグラム
解析処理を終了し、Ｓ４５に処理を移行する。
【００８６】
　Ｓ４５に移行すると、ＳＴＢ３００は、色情報ヒストグラム解析処理（Ｓ４４）の解析
結果が色情報検出条件を満たすか否かを判断する。ここで、本実施形態における色情報検
出条件は、「２５５階調における２００の明度にあたるＢ値の検出頻度が閾値（例えば、
７０％）以上であること」である。即ち、ＳＴＢ３００は、撮影映像フレームＲｆから、
第１ディスプレイ４２１等に表示された映像に含まれる識別色を検出したか否かを判断す
る。例えば、色情報ヒストグラム解析処理の解析結果が、図１２に示す態様である場合、
ＳＴＢ３００は、色情報検出条件を満たすと判断する。Ｓ４４の解析結果が色情報検出条
件を満たす場合（Ｓ４５：ＹＥＳ）、ＳＴＢ３００は、Ｓ４６に処理を移行する。一方、
Ｓ４４の解析結果が色情報検出条件を満たしていない場合（Ｓ４５：ＮＯ）、ＳＴＢ３０
０は、Ｓ４７に処理を移行する。
【００８７】
　ここで、色情報検出条件に係る閾値は、一律に定めることができない可能性がある。撮
影対象が歌唱者Ｓではなく、第１ディスプレイ４２１等に表示された映像であると判断す
る基準（即ち、閾値）は、再生映像データＰｖの著作者毎の映像に対する考え方に依存す
るためである。このような場合は、予め閾値を再生映像データＰｖの著作者と決定してお
き、決定した閾値を示す情報を、著作権フラグと共に、再生映像データＰｖに添付してお
けば良い。
【００８８】
　上記の場合におけるコマンダ２００側の処理については、Ｓ４において、制御部２１０
が著作権フラグを検出した際に、添付された閾値を読み取り、Ｓ４からＳ５へ移行する間
のタイミングで、当該閾値に係る情報を、撮影開始信号Ｓｔ等と同様に、ＳＴＢ３００へ
送信する。一方、ＳＴＢ３００側では、閾値に関する情報を色情報抽出部３２０がコマン
ダ２００から受信すると、Ｓ４５における色情報検出条件に係る閾値を、当該閾値に係る
情報に基づいて設定する。この時、ＳＴＢ３００側は、Ｓ４１において、既に撮影開始信
号Ｓｔを受信しているが、コマンダ２００側では、映像データ再生処理のＳ５に至ってい
ない状態にある。従って、アルファブレンド信号αは、コマンダ２００側から出力されて
いない。つまり、この構成であっても、本発明の制御に支障をきたすことはない。これら
の、再生映像データＰｖの構成、コマンダ２００側処理、及びＳＴＢ３００側処理によっ
て、再生映像データＰｖごとに色情報検出条件が決定されるため、再生映像データＰｖの
著作者毎の再生映像に対する意向を反映し得る。
【００８９】
　Ｓ４６では、ＳＴＢ３００は、色情報検出信号出力処理を実行する。色情報検出信号出
力処理（Ｓ４６）においては、ＳＴＢ３００は、Ｓ４３～Ｓ４５の処理により、投稿動画
データＣｏを構成する撮影映像フレームＲｆから識別色を検出したことに伴って、コマン
ダ２００の制御部２１０へ、色情報検出信号Ｃｄを出力する。色情報検出信号出力処理（
Ｓ４６）を終了すると、ＳＴＢ３００は、Ｓ４７へ処理を移行する。
【００９０】
　Ｓ４７においては、ＳＴＢ３００は、コマンダ２００から出力された撮影終了信号Ｅｎ
を受信したか否かを判断する。撮影終了信号Ｅｎを受信している場合（Ｓ４７：ＹＥＳ）
、ＳＴＢ３００は、ＳＴＢ側制御処理プログラムを終了する。一方、撮影終了信号Ｅｎを
受信していない場合（Ｓ４７：ＮＯ）、ＳＴＢ３００は、Ｓ４２に処理を戻す。
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【００９１】
（アップロード禁止映像再生時の制御内容）
　続いて、本実施形態に係るカラオケ装置１００において、図６～図１０に示す制御プロ
グラムを実行した場合の制御内容について、図面を参照しつつ説明する。尚、以下の説明
においては、著作権フラグが付帯されている再生映像データＰｖに係る映像（以下、アッ
プロード禁止映像）を第１ディスプレイ４２１等に出力する場合について説明する。
【００９２】
　先ず、コマンダ２００側で行われるアップロード禁止映像の出力に係る制御内容を説明
する。上述したように、アップロード禁止映像に係る再生映像データＰｖに対しては、再
生映像データ記憶部２３０において、著作権フラグ「１」が付帯されている。そして、ア
ップロード禁止映像の再生（例えば、図１３（ｃ）参照）を開始すると、制御部２１０は
、当該アップロード禁止映像を第１ディスプレイ４２１等に描画する際に出力されるフレ
ーム同期信号Ｆｓ（ＨＳＹＮＣ、ＶＳＹＮＣ）をカウントする（Ｓ５）。
【００９３】
　そして、制御部２１０は、アルファブレンド出力処理（Ｓ５）及びＳ６の判断処理を実
行することで、アップロード禁止映像に係る再生映像フレームＰｆの所定フレーム（例え
ば、３０フレーム）毎に、アルファブレンド信号αを、再生映像フレームＰｆの１フレー
ム分に対応する期間、映像データ再生部２２０及び色情報抽出部３２０へ出力する。
【００９４】
　図１１に示すように、アルファブレンド信号αの出力期間は、フレーム同期信号Ｆｓを
構成するＶＳＹＮＣ、ＨＳＹＮＣによって特定される。即ち、アルファブレンド信号αの
出力開始時期は、再生映像フレームＰｆに係るＶＳＹＮＣが制御部２１０に入力されるタ
イミングに同期する。そして、アルファブレンド信号αの出力終了時期は、当該ＶＳＹＮ
Ｃの直後に入力されるＨＳＹＮＣ群が制御部２１０に対する入力を完了するタイミングに
同期する。これにより、制御部２１０は、再生映像フレームＰｆの１フレーム分の間、ア
ルファブレンド信号αを出力し得る。
【００９５】
　上述したように、アルファブレンド設定処理（Ｓ１４）においては、アルファブレンド
信号αが映像データ再生部２２０に入力されると、制御部２１０は、アルファブレンド層
設定部２２２を制御し、再生映像フレームＰｆの１フレームに識別色を表示するように、
アルファブレンド層を設定する。
【００９６】
　これにより、アップロード禁止映像を第１ディスプレイ４２１等に出力する場合、識別
色を含む再生映像フレームＰｆが、アップロード禁止映像に係る再生映像フレームＰｆの
３０フレーム毎に、第１ディスプレイ４２１等に表示される。
【００９７】
　ここで、本実施形態に係るカラオケ装置１００は、歌唱者Ｓの歌唱の様子を、カメラ４
１０により撮影することができる。歌唱者Ｓの歌唱の様子を撮影する際に、アップロード
禁止映像を表示している第１ディスプレイ４２１等が映り込む場合がある。
【００９８】
　続いて、本実施形態に係るカラオケ装置１００において、カメラ４１０による撮影に際
し、アップロード禁止映像を表示する第１ディスプレイ４２１等が映り込んだ場合の制御
内容について、図１１を参照しつつ詳細に説明する。
【００９９】
　上述したように、カメラ４１０は、撮影開始信号Ｓｔを受信すると、歌唱者Ｓの歌唱の
様子等を撮影する。ここで、アップロード禁止映像が第１ディスプレイ４２１等に表示さ
れている場合、第１ディスプレイ４２１等は、アップロード禁止映像に係る再生映像フレ
ームＰｆの３０フレーム毎に、識別色を含む再生映像フレームＰｆを表示する。従って、
アップロード禁止映像を表示する第１ディスプレイ４２１等がカメラ４１０に映り込んだ
場合、カメラ４１０で撮影された映像は、第１ディスプレイ４２１等に表示された識別色
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を含む。
【０１００】
　そして、ＳＴＢ３００は、カメラ４１０によって撮影された撮影映像信号Ｒを、撮影映
像フレームＲｆに変換する。この時、ＳＴＢ３００は、コマンダ２００からアルファブレ
ンド信号αを受信している場合（Ｓ４２：ＹＥＳ）、当該撮影映像フレームＲｆを抽出し
、色情報抽出部３２０へ入力する（Ｓ４３）。その後、ＳＴＢ３００は、色情報抽出部３
２０を制御することにより、抽出された撮影映像フレームＲｆに対して、色情報ヒストグ
ラム解析処理（Ｓ４４）を実行する。
【０１０１】
　ここで、アップロード禁止映像を表示する第１ディスプレイ４２１等がカメラ４１０に
映り込んだ場合、カメラ４１０で撮影された映像は、第１ディスプレイ４２１等に表示さ
れた識別色を含む。つまり、この時の撮影映像フレームＲｆは、識別色を含むこととなる
。従って、色情報ヒストグラム解析処理（Ｓ４４）において、ＳＴＢ３００は、撮影映像
フレームＲｆ中の識別色を検出し得る。撮影映像フレームＲｆから識別色を検出した場合
、当該撮影映像フレームＲｆの解析結果は、色情報検出条件を満たす（Ｓ４５：ＹＥＳ）
。従って、図１０、図１１に示すように、ＳＴＢ３００は、色情報抽出部３２０を介して
、色情報検出信号Ｃｄを、コマンダ２００の制御部２１０へ出力する（Ｓ４６）。
【０１０２】
　色情報検出信号Ｃｄを受信した場合、コマンダ２００の制御部２１０は、色情報検出メ
モリをセットする（Ｓ２４）。そして、制御部２１０は、色情報検出メモリがセットされ
ている場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、アップロード不許可処理（Ｓ３３）を実行する。このア
ップロード不許可処理（Ｓ３３）では、制御部２１０は、ＳＴＢ３００へ制御信号を出力
し、投稿動画データＣｏを投稿動画データベース６１０へアップロードすることなく、記
憶部３４０から削除する。この時、制御部２１０は、不許可報知画像（図１３（ｄ）参照
）を、第１ディスプレイ４２１等に表示する。
【０１０３】
（アップロード許可映像再生時の制御内容）
　次に、本実施形態に係るカラオケシステムにおいて、アップロード許可映像が第１ディ
スプレイ４２１等で再生されている場合における制御内容について、図面を参照しつつ詳
細に説明する。ここで、アップロード許可映像とは、歌詞テロップ、背景映像の記録が許
可されている映像であり、著作権フラグが「０」を示す再生映像データＰｖに係る映像を
意味する。
【０１０４】
　ここで、アップロード許可映像に係る楽曲を歌唱する歌唱者Ｓの様子を撮影する場合、
第１ディスプレイ４２１、第２ディスプレイ４２２（以下、第１ディスプレイ４２１等と
いう）は、当該アップロード許可映像に係る再生映像データＰｖに基づいて、歌詞テロッ
プ、背景映像を含む映像を出力する（図１３（ａ）参照）。この場合、著作権フラグが「
０」を示すため、アップロード許可映像を第１ディスプレイ４２１等に出力する場合には
、アルファブレンド信号αが出力されることはなく、アルファブレンド層設定部２２２に
より識別色が設定された再生映像フレームＰｆが第１ディスプレイ４２１等に表示される
こともない。
【０１０５】
　そして、この場合、識別色を含む再生映像フレームＰｆが第１ディスプレイ４２１等に
表示されることもないため、投稿動画データＣｏを構成する各撮影映像フレームＲｆが、
色情報検出条件を満たすことはない。従って、コマンダ２００の制御部２１０は、アップ
ロード許可処理（Ｓ３４）を実行する。これにより、ＳＴＢ３００は、アップロード許可
映像を含む投稿動画データＣｏ（例えば、図１３（ｂ）参照）を、記憶部３４０から読み
出し、通信網Ｎを介して、サーバ６００の投稿動画データベース６１０へアップロードす
る。
【０１０６】
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　以上、説明したように、本発明は、カラオケ装置１００と、サーバ６００と、を有する
カラオケシステムであって、カラオケ装置１００は、コマンダ２００、ＳＴＢ３００、カ
メラ４１０等を有する。著作権フラグが付帯されている再生映像データＰｖに係る楽曲に
ついて歌唱者Ｓが歌唱する場合、カラオケ装置１００は、映像データ再生部２２０により
、再生映像データＰｖに係る所定の再生映像フレームＰｆに対して、所定の識別色を表示
するように、アルファブレンド層を設定して（Ｓ１４）、再生映像データＰｖに係る映像
を第１ディスプレイ４２１等に出力する。この場合、カメラ４１０により撮影された撮影
映像フレームＲｆには、当該再生映像フレームＰｆ中の色情報が含まれる。当該カラオケ
装置１００は、色情報抽出部３２０により、撮影映像フレームＲｆから色情報を検出する
と（Ｓ３２：ＹＥＳ）、アップロード不許可処理（Ｓ３３）を実行し、当該撮影映像フレ
ームＲｆを含む投稿動画データＣｏをサーバ６００へアップロードすることなく、記憶部
３４０から削除する。
【０１０７】
　これにより、当該カラオケシステムは、著作権フラグによってアップロード禁止映像を
含む投稿動画データＣｏのサーバ６００へのアップロードを確実に禁止し得る。又、アッ
プロード不許可処理（Ｓ３３）において、カラオケ装置１００は、不許可報知画像（図１
３（ｄ）参照）を、第１ディスプレイ４２１等に表示する。これにより、歌唱者Ｓ等は、
当該楽曲に係る再生映像データＰｖのアップロードが禁止されていること、カメラ４１０
により撮影した投稿動画データＣｏのアップロードが行わなかったことを把握し得る。
【０１０８】
　一方、著作権フラグが付帯されていない再生映像データＰｖ係る楽曲について歌唱者Ｓ
が歌唱する様子を、カメラ４１０で撮影し、その内容をアップロードする場合、カラオケ
装置１００は、識別色を表示するようにアルファブレンド層を設定することなく、再生映
像データＰｖに係る再生映像フレームＰｆを第１ディスプレイ４２１等に出力する。つま
り、この場合の撮影映像フレームＲｆは、当該識別色を含むことはない。従って、当該カ
ラオケ装置１００は、色情報抽出部３２０で撮影映像フレームＲｆから色情報を検出する
ことなく（Ｓ３２：ＮＯ）、当該撮影映像フレームＲｆを含む投稿動画データＣｏをサー
バ６００へアップロードする（Ｓ３４）。これにより、当該カラオケシステム及びカラオ
ケ装置は、アップロード許可映像の内容を含む映像データを記録し、当該映像データをサ
ーバ６００にアップロードし得る。
【０１０９】
　この結果、当該カラオケシステム及びカラオケ装置は、アップロードが禁止されている
カラオケコンテンツ（即ち、アップロード禁止映像）を用いた場合、歌唱者Ｓの歌唱の様
子を撮影し、アップロードすることを適切に禁止し得る。アップロードが許可されている
カラオケコンテンツ（即ち、アップロード許可映像）を用いた場合、歌唱者Ｓの歌唱の様
子と共に、第１ディスプレイ４２１等の表示内容を撮影し、アップロードすることができ
るので、当該カラオケシステム及びカラオケ装置は、カラオケ事業におけるサービスの多
様化・充実化に貢献し得る。
【０１１０】
　以上、実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に何ら限定さ
れるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能である。例
えば、本実施形態においては、再生映像フレームＰｆに識別色を表示するように、アルフ
ァブレンド層を設定していたが、この態様に限定されるものではない。特定の再生映像フ
レーム中に識別色を表示することができれば、種々の態様を採用し得る。例えば、再生映
像データＰｖをレターボックスやピラーボックスで表示する方式であれば、レターボック
ス等の方式に係る再生映像フレームＰｆの余白部分（所謂、ボーダ）に識別色を表示する
ように構成することも可能である。
【０１１１】
　又、本実施形態においては、撮影映像フレームＲｆから色情報を検出した場合、当該撮
影映像フレームＲｆを含む投稿動画データＣｏをサーバ６００にアップロードする際に、
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ものではない。例えば、撮影映像フレームＲｆから色情報を検出した時点で、カメラ４１
０による撮影を中止するように構成することも可能である。
【０１１２】
　そして、本実施形態においては、カメラ４１０に画像形成部４１１が配設され、ＳＴＢ
３００にＡ／Ｄコンバータ３１０が配設された態様であったが、カメラ４１０が画像形成
部及びＡ／Ｄコンバータを有する構成であってもよい。
【０１１３】
　更に、上述した各フローチャートは単なる一例であり、該各フローチャートの処理と同
等の結果を得ることできるものであれば、他のフローチャートによって処理を実現しても
よい。
【０１１４】
　そして、上述したカラオケ装置、カラオケシステム、ＳＴＢに係る方法、該方法をコン
ピュータに実行させるためのプログラム、該プログラムを記録した記録媒体等としても本
発明は実現可能である。
【符号の説明】
【０１１５】
　　　　１００　カラオケ装置
　　　　２００　コマンダ
　　　　２１０　制御部
　　　　２２０　映像データ再生部
　　　　２２２　アルファブレンド層設定部
　　　　２３０　再生映像データ記憶部
　　　　３００　ＳＴＢ
　　　　３４０　記憶部
　　　　３２０　色情報抽出部
　　　　４１０　カメラ
　　　　４２１　第１ディスプレイ
　　　　４２２　第２ディスプレイ
　　　　４５０　スピーカ
　　　　Ｐｖ　　再生映像データ
　　　　Ｃｒ　　著作権信号
　　　　α　　　アルファブレンド信号
　　　　Ｐｆ　　再生映像フレーム
　　　　Ｒｆ　　撮影映像フレーム
　　　　Ｃｄ　　色情報検出信号
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